
全
逓
組
合
員
の
み
な
さ
ん
。
郵
便
局
で
働
く
す
べ

て
の
労
働
者
の
み
な
さ
ん
。
こ
れ
は
第
57
回
定
期
全

国
大
会
で
の
代
議
員
の
発
言
で
あ
り
、
す
べ
て
の
組

合
員
の
声
で
す
。

中
央
本
部
は
９
月
８
日
、
「
新
た
な
休
息
時
間
、

手
当
の
概
要
、
勤
務
パ
タ
ー
ン
、
実
施
時
期
等
に
つ

い
て
、
前
向
き
の
回
答
引
き
出
す
」
と
し
て
、
夜
間

労
働
の
改
悪
の
実
施
を
10
月
↓
来
年
２
月
に
す
る
等

の
、
勤
務
時
間
見
直
し
に
関
す
る
公
社
の
回
答
を
発

表
し
ま
し
た
。
本
部
は
、
回
答
を
「
前
向
き
」
と
し

て
９
月
19
日
に
も
妥
結
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

実
施
時
期
が
４
ヶ
月
先
に
延
び
た
か
ら
と
い
っ
て
、

ど
う
し
て
「
前
向
き
」
な
ど
と
い
え
る
の
で
し
ょ
う

か
。
今
回
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
る
深
夜
勤
は
、
人

間
ら
し
い
生
活
が
出
来
ず
、
と
う
て
い
定
年
ま
で
働

き
続
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
し
ろ
も
の
で
す
。
あ
く

ま
で
廃
止
あ
る
の
み
で
す
。

そ
も
そ
も
本
部
は
最
初
か
ら
、
こ
の
殺
人
的
夜
間

労
働
を
導
入
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
８
月
５
日
の

「
要
求
書
」
で
は
、
「
顧
客
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
物
流

サ
ー
ビ
ス
を
め
ざ
す
郵
便
事
業
に
と
っ
て
、
夜
間
労

働
は
従
来
以
上
の
重
要
性
を
も
つ
・
・
・
『
業
務
運

行
と
品
質
管
理
』
を
確
保
す
る
視
点
か
ら
」
と
、
郵

便
事
業
の
改
革
の
た
め
に
は
夜
間
労
働
は
必
要
で
あ

る
、
と
言
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
夜
間
労
働
の
改
悪
反
対
は
全
組
合
員
の

声
で
す
。
今
回
、
実
施
時
期
が
延
び
た
の
は
、
現
場

の
怒
り
と
反
対
の
す
さ
ま
じ
さ
に
、
「
こ
の
ま
ま
実

施
し
た
ら
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
」
と
当
局
が

び
び
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
本
部
の
職
場
討
議
を
全

く
保
証
し
な
い
組
織
運
営
を
弾
劾
し
、
あ
く
ま
で
廃

止
に
向
け
て
声
を
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

８
月
26
日
か
ら
横
浜
で
開
催
さ
れ
た
自
治
労
74
回

定
期
大
会
は
、
本
部
が
提
案
し
た
自
治
労
新
綱
領

（
案
）
「
21
世
紀
宣
言
」
が
否
決
さ
れ
１
ヶ
月
間
の

休
会
と
な
る
と
い
う
、
自
治
労
始
ま
っ
て
以
来
の
事

態
と
な
り
ま
し
た
。
否
決
さ
れ
た
新
綱
領
案
は
、

「
た
た
か
う
」
と
か
「
労
働
者
階
級
」
と
い
う
労
働

組
合
の
根
本
に
か
か
わ
る
表
現
が
か
き
消
さ
れ
、
か

わ
り
に
「
賃
労
働
と
資
本
の
敵
対
関
係
で
現
代
社
会

を
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
な
ど
と
し
て
、
民

託
・
民
営
化
、
非
常
勤
職
員
の
大
量
導
入
、
人
員
削

減
の
大
攻
撃
と
対
決
す
ら
し
よ
う
と
し
な
い
、
と
ん

で
も
な
い
し
ろ
も
の
で
す
。

こ
の
新
綱
領
案
は
、
今
年
１
月
発
表
さ
れ
た
日
本

経
団
連
・
奥
田
の
新
ビ
ジ
ョ
ン
（
奥
田
ビ
ジ
ョ
ン
）

と
完
全
に
照
応
し
た
も
の
で
す
。
自
治
労
１
０
０
万

労
働
者
は
、
連
合
路
線
へ
の
反
乱
を
開
始
し
た
の
で

す
。
た
た
か
う
自
治
労
組
合
員
の
た
た
か
い
に
続
き
、

連
合
路
線
の
全
逓
中
央
本
部
を
打
倒
し
、
連
合
路
線

へ
の
労
働
者
の
巨
大
な
反
乱
を
た
た
き
つ
け
よ
う
。

私
た
ち
は
時
代
の
大
き
な
転
換
点
に
立
っ
て
い
ま

す
。
３
月
20
日
、
米
・
ブ
ッ

シ
ュ
政
権
は
、
イ
ラ
ク
へ
の

侵
略
戦
争
に
踏
み
切
り
、
イ

ラ
ク
で
は
民
衆
の
激
し
い
怒

り
の
声
を
呼
び
起
こ
し
な
が

ら
も
今
も
虐
殺
と
破
壊
が
続

い
て
い
ま
す
。
「
テ
ロ
根
絶
」

の
名
の
も
と
に
、
戦
争
が

「
正
義
」
と
さ
れ
、
む
き
だ

し
の
帝
国
主
義
政
策
が
世
界

を
お
お
う
恐
る
べ
き
状
況
が

２００３年 ９月

全国労組交流センター
全逓労働者部会

東京都台東区元浅草２－４－１０伊藤ビル５Ｆ
ＴＥＬ・ＦＡＸ（０３－３８４５－７４６１）

mail:centergo@nifty.com

（
裏
に
続
き
ま
す
）

「
今
回
の
カ
ッ
ト
時
短
、
特
例
休
息
の
廃
止
、
深
夜
勤
の
指
定
、
夜
勤
回
数
の
制
限
の
撤
廃
等
は
、

支
部
内
に
賛
成
す
る
組
合
員
は
一
人
も
い
ま
せ
ん
」
（
四
国
）

「
夜
間
労
働
の
過
酷
さ
は
経
験
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
わ
か
り
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
、
新
夜
勤
回
数
の

撤
廃
と
特
例
休
息
と
勤
務
時
間
短
縮
の
廃
止
に
は
納
得
が
い
き
ま
せ
ん
」
（
沖
縄
）

「
ま
た
も
や
『
地
獄
の
ニ
ュ
ー
夜
勤
』
と
呼
ば
ざ
る
を
得
な
い
現
実
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
」
（
九
州
）

自
治
労
大
会
で
、
闘
い
を
放
棄
し
労

使
協
働
を
誓
う
新
綱
領
案
を
否
決

殺人的夜間労働を廃止に追い込もう
中央本部のボス交・裏切りは許されない！

自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
へ
の
派
兵
を

止
め
よ
う
！

「俺たちを殺す気か」と職場の怒りを訴えに全国から大会

会場に集まった組合員（６月１８日、東京・厚生年金会館）

深
夜
勤
の
来
年
２
月
実
施
回
答
弾
劾

あ
く
ま
で
、
廃
止
あ
る
の
み
！



生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
泉
政
権
は
、
有
事
関
連
三
法
の
制

定
を
も
っ
て
、
戦
争
へ
の
道
に
踏
み
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
イ

ラ
ク
派
兵
法
を
強
行
採
決
し
、
未
だ
戦
争
状
態
の
イ
ラ
ク
に
自

衛
隊
を
送
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
北
朝
鮮
へ
の
敵
視
報
道
が
組

織
さ
れ
、
次
の
戦
争
が
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
外
に

向
け
て
の
戦
争
政
策
は
、
国
内
的
に
は
労
働
者
へ
の
リ
ス
ト
ラ
・

賃
下
げ
・
社
会
保
障
制
度
の
解
体
攻
撃
等
々
と
エ
ス
カ
レ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
全
逓
第
57
回
定
期
全
国
大
会
に
お
い
て
、

郵
政
当
局
と
一
体
と
な
っ
て
労
働
者
に
首
切
り
、
殺
人
的
労
働
、

生
活
破
壊
を
強
制
す
る
中
央
本
部
に
対
す
る
怒
り
が
噴
出
し
た

の
で
す
。
12
月
臨
時
全
国
大
会
で
、
全
逓
労
働
運
動
の
解
体
攻

撃
を
打
ち
破
っ
て
、
た
た
か
う
指
導
部
を
確
立
し
よ
う
。

日
・
米
・
韓
の
た
た
か
う
労
働
者
が

結
集
す
る
11
月
労
働
者
集
会
（
別
掲
の

案
内
参
照
）
は
、
決
定
的
な
闘
い
と
な

り
ま
し
た
。
た
た
か
う
労
働
者
の
国
際

的
連
帯
運
動
の
隊
列
こ
そ
、
戦
争
と
資

本
攻
勢
を
打
ち
破
る
原
動
力
で
あ
り
、

全
逓
の
階
級
的
再
生
を
か
ち
と
る
根
源

的
力
で
す
。

11
月
労
働
者
集
会
の
呼
び
か
け
団
体

で
あ
る
動
労
千
葉
（
国
鉄
千
葉
動
力
車

労
働
組
合
）
は
、
国
鉄
分
割
・
民
営
化

攻
撃
に
対
し
て
不
屈
に
闘
い
続
け
、
今

日
に
お
い
て
も
国
鉄
１
０
４
７
人
闘
争

の
先
頭
で
闘
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
03

年
３
・
20
イ
ラ
ク
侵
略
戦
争
開
戦
に
対
し
て
、
６
０
０
本
の
電

車
を
止
め
る
72
時
間
ス
ト
ラ
イ
キ
を
闘
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た

闘
い
が
契
機
と
な
っ
て
、
Ｉ
Ｌ
Ｗ
Ｕ
ロ
ー
カ
ル
10
や
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
労
働
者
評
議
会
、
韓
国
・
民
主
労
総
（
別
記
、
紹
介
）

と
の
強
固
な
闘
い
の
団
結
が
か
ち
と
ら
れ
ま
し
た
。
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
労
働
者
評
議
会
は
動
労
千
葉
の
要
請
に
応
え
て
「
解

雇
さ
れ
た
日
本
の
鉄
道
労
働
者
へ
の
支
援
と
逮
捕
さ
れ
た
日
本

の
鉄
道
労
働
者
を
守
る
決
議
」
を
あ
げ
、
ア
メ
リ
カ
で
国
鉄
１

０
４
７
人
闘
争
支
援
の
闘
い
と
５
・
27
国
労
臨
大
弾
圧
粉
砕
の

闘
い
に
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

11
月
労
働
者
集
会
は
、
こ
の
日
・
米
・
韓
の
た
た
か
う
労
働

者
・
労
働
組
合
が
一
同
に
会
し
、
侵
略
戦
争
と
資
本
攻
勢
（
民

営
化
攻
撃
）
と
た
た
か
う
戦
闘
宣
言
を
発
す
る
集
会
で
す
。
小

泉
民
営
化
攻
撃
と
た
た
か
う
私
た
ち
全
逓
労
働
者
こ
そ
、
11
月

労
働
者
集
会
に
結
集
し
て
闘
お
う
。

４
・
１
公
社
化
を
も
っ
て
、
小
泉
―
奥
田
（
日
本
経
団
連
会

長
）
の
も
と
本
格
的
な
郵
政
民
営
化
攻
撃
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
、
人
事
制
度
改
革
、
殺
人
的
夜
間
労
働
、

Ｊ
Ｐ
方
式
（
ト
ヨ
タ
生
産
方
式
）
な
ど
な
ど
、
す
べ
て
企
業
経

営
の
論
理
（
資
本
の
利
潤
獲
得
の
論
理
）
で
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
全
逓
労
働
者
の
労
働
組
合
的
団
結
を
解
体
す
る
こ
と
を
通

し
て
、
際
限
の
な
い
労
働
条
件
の
悪
化
と
労
働
者
の
健
康
と
生

活
を
ト
コ
ト
ン
破
壊
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
小
泉
の
総

裁
選
公
約
『
07
年
郵
政
民
営
化
』
を
待
た
ず
し
て
、
実
質
的
な

民
営
化
攻
撃
は
激
化
し
て
い
ま
す
。

今
日
、
民
営
化
攻
撃
は
、
危
機
に
立
つ
資
本
主
義
の
攻
撃
と

し
て
全
世
界
で
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
民
営
化
攻

撃
と
ど
う
闘
う
か
が
労
働
組
合
の
評
価
の
基
準
に
な
っ
て
い
ま

す
。動

労
千
葉
は
、
国
鉄
分
割
・
民
営
化
攻
撃
と
不
屈
に
闘
う
こ

と
で
、
労
働
組
合
と
し
て
の
団
結
を
守
り
抜
き
、
ア
メ
リ
カ
や

韓
国
の
労
働
者
の
信
頼
と
連
帯
を
実
現
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、

郵
政
民
営
化
攻
撃
と
た
た
か
い
ぬ
く
こ
と
で
職
場
の
団
結
を
守

り
抜
く
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。
民
営
化
攻
撃
を
当
局
の
手
先

と
な
っ
て
推
し
進
め
て
い
る
中
央
本
部
を
全
逓
労
働
者
の
怒
り

で
打
ち
倒
そ
う
。

12
月
臨
時
全
国
大
会
に
向
か
う
03
年
秋
の
闘
い
は
、
全
逓
労

働
運
動
の
解
体
攻
撃
を
打
ち
破
っ
て
、
た
た
か
う
全
逓
の
再
生

を
か
ち
と
る
こ
と
が
出
来
る
か
ど
う
か
を
か
け
た
闘
い
と
な
り

ま
し
た
。
闘
い
の
勝
利
の
展
望
は
、
11
月
９
日
、
日
比
谷
野
音

に
結
集
す
る
国
際
連
帯
の
た
た
か
う
労
働
運
動
の
巨
大
な
隊
列

に
あ
り
ま
す
。
全
逓

労
働
者
は
、
こ
の
巨

大
な
隊
列
に
合
流
し

そ
の
先
頭
で
闘
い
を

け
ん
引
し
よ
う
。
そ

し
て
、
そ
の
力
で
自

治
労
定
期
大
会
に
つ

づ
き
12
月
臨
大
で
連

合
・
全
逓
中
央
本
部

を
打
倒
し
よ
う
。

職
場
で
の
攻
防
を

た
た
か
い
ぬ
き
、
11

月
労
働
者
集
会
に
大

結
集
し
よ
う
。

０３春闘で民営化反対・イラク反戦

ストを打ち抜いた動労千葉はＩＬＷ

Ｕに招かれた。そのときの集会ビラ。

闘
う
全
逓
の
旗
を
掲
げ
て
、
11
月
９
日

日
比
谷
・
野
外
音
楽
堂
に
参
加
し
よ
う
！

労
働
者
の
国
際
連
帯
闘
争
の
先
頭

に
全
逓
労
働
者
が
立
と
う●ＩＬＷＵ（国際港湾倉庫労働組合）ローカル１０

７万人を組織するアメリカ最強の地区労・サンフラ

ンシスコ労働者評議会の中心組合ＩＬＷＵの第１０

支部。昨年１０月のブッシュ政権によるタフトハー

トレイ法発動を乗り越えて闘っている。

●韓国・民主労総（全国民主労働組合総同盟）

世界最強といわれる韓国労働運動を牽引する労働組

合。６０万人の労働者を組織している。

３組合の呼びかけに応えて､１１月労働者集会に結集しよう
小
泉
民
営
化
攻
撃
と
た
た
か
い

職
場
の
団
結
を
守
り
抜
こ
う

たたかう労働組合の全国ネットワークをつくろう！

ー大失業と戦争にたち向かう労働者の国際団結を！

【日時】１１月９日（日） 正午

【場所】東京・日比谷野外音楽堂

【主催】１１・９集会実行委員会

【呼びかけ団体】

全日本建設運輸連帯労働組合・関西生コン支部

全国金属機械労働組合・港合同

国鉄千葉動力車労働組合

１１･９全国労働者総決起集会


